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◇平成25年11月期の連結業績予想の修正

①平成25年11月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年12月1日～平成25年11月30日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

（平成25年1月18日発表） 55,000 2,250 2,200 1,470 97.38

今回修正予想（Ｂ） 56,800 2,930 3,010 2,040 135.13

増減額（Ｂ）－（Ａ） 1,800 680 810 570

増減率（％） 3.3 30.2 36.8 38.8
（ご参考）前期実績
（平成24年11月期） 52,836 2,250 2,142 3,333 220.81

②修正の理由

業績予想の修正に関するお知らせ

記

 ※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
 　上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は
 今後様々な要因によって予想数値と大きく異なる可能性があります。

　 近の業績の動向等を踏まえ、前回発表（平成25年1月18日発表）した平成25年11月期（平成24年12月1日

～平成25年11月30日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたします。

　住宅建材事業においては、為替相場の急激な変動の影響もあり原材料価格が上昇しコストアップ要因と

なるなか、依然として企業間競争が激しい状況下、堅調に推移する住宅需要も背景に主力の建材製品の販

売数量を伸ばし収益をカバーいたしました。

　一方、合板事業では、急激な円安もあり輸入南洋材合板の仕入コストが上昇しましたが、国産針葉樹合

板、輸入南洋材合板とも販売数量が増加し、また国内合板相場も堅調に推移いたしました。

　これらの結果、平成25年11月期の通期連結業績は、上記のとおり売上高、利益とも前回発表予想（平成

25年1月18日発表）を上回る見通しとなりました。

　なお、前期（平成24年11月期）実績に比べ、当期（平成25年11月期）の当期純利益は減少しております

が、これは前期に繰延税金資産の計上など一時的な利益の押し上げ要因があったことによるものです。
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